
    《
は ぐ り き た し ょ う が っ こ う

葉栗北小学校よい
こ

子の
い ち

一
に ち

日》 

〈
こ う

校
な い

内
せ い

生
か つ

活〉 

１．
あさ

朝、
いえ

家を
で

出る
まえ

前には 

（１）
わす

忘れ
もの

物がないかもう
いち

一
ど

度
たし

確かめましょう。 

（２）休
やす

むときには、
かなら

必 ず
はんちょう

班 長さんと学校
がっこう

へ
れんらく

連絡しましょう。 

（３）途中
とちゅう

で忘
わす

れ物
もの

に気
き

づいても家
いえ

に戻
もど

らない。 

２．
とう

登
こう

校の
とき

時は 

（１）
とう

登
げ

下
こう

校の
とき

時は、
き

黄
いろ

色いぼうしをかぶりましょう。 

（２）
どう

道
ろ

路を
おう

横
だん

断するときは、
さ

左
ゆう

右の
あん

安
ぜん

全を
たし

確かめ
みぎ

右
て

手をあげて
わた

渡りましょう。 

（３）
きん

近
じよ

所の
ひと

人や、
み

見
まも

守りボランティアの
ひと

人に
げ ん き

元気よく朝
あさ

のあいさつをしましょう。 

（４）集合
しゅうごう

場所
ばしょ

では静か
しず

に待ち
まち

、遊ばない
あそ

ようにしましょう。 

３. 始業前
しぎょうまえ

には 

（１）
ともだち

友達や
せん

先生
せい

に
げ ん き

元気よく
あさ

朝のあいさつをしましょう。 

（２）登校
とうこう

したらすぐに教室
きょうしつ

へ行
い

き、用具
よ う ぐ

を片付
か た づ

け、学習
がくしゅう

ができる準備
じゅんび

をしましょう。 

４．
がくしゅう

学 習するときは 

（１）チャイムが
な

鳴る
まえ

前には
せき

席に
つ

着き、
しず

静かに
せん

先
せい

生を
ま

待ちましょう。 

（２）
せん

先
せい

生や友達
ともだち

の
はなし

話 をしっかり
き

聞きましょう。 

（３）
な

名
まえ

前を
よ

呼ばれたら、
おお

大きな
こえ

声で
へん

返
じ

事をしましょう。 

（４）
はな

話すときは、
さい

最
ご

後まではっきりと
い

言いましょう。 

（５）
じ

自
ぶん

分の
よう

用
ぐ

具には
な

名
まえ

前を
か

書きましょう。 

（６）
がつ

学
こう

校の
よう

用
ぐ

具を
たいせつ

大切に
つか

使いましょう。 

（７）
すす

進んで
がく

学
しゆう

習 に
と

取り
く

組み、わかるまでがんばりましょう。 

５．
ほ う か じ

放課時には 

（１）
つぎ

次の
じゆ

授
ぎよう

業 の
がく

学
しゆう

習
よう

用
ぐ

具を
じゆん

準
び

備しましょう。 

（２）けがをしないように、
あんぜん

安全な
あそ

遊び
かた

方をしましょう。 

（３）運動場
うんどうじょう

が使
つか

えない日
ひ

は、校内
こうない

で静
しず

かにすごしましょう。 

（４）
こう

校
ない

内
ほう

放
そう

送の
あい

合
ず

図が
なが

流れたら、
しず

静かに
き

聞きましょう。 

（５）予鈴
よ れ い

で
あそ

遊ぶのをやめて、
しず

静かに
じゅんじょ

順 序よく
きよう

教
しつ

室に
はい

入りましょう。 

（６）
つか

使った
どう

道
ぐ

具は、
もと

元あった
ところ

所 へきちんと片付
か た づ

けましょう。 

（７）
きよう

教
しつ

室に
はい

入る
まえ

前に、アルボースで手
て

を洗
あら

いましょう。 

６．
しつない

室内では 

（１）
せん

先
せい

生やお
きゃくさま

客 様とすれちがうときはあいさつをしましょう。 

（２）廊下
ろ う か

・階段
かいだん

は右側
みぎがわ

を静
しず

かに歩
ある

きましょう。 

（３）トイレは
よご

汚さないように、
ただ

正しく
つか

使いましょう。 

（４）
かみ

紙くずなどが
お

落ちていたら、
すす

進んで
ひろ

拾いましょう。 

（５）
きょうしついどう

教室移動の
とき

時は、
しず

静かにきちんと
なら

並んで
い

行きましょう。 

７．
きゅうしょく

給 食の
とき

時は 

（１）アルボースで手
て

を洗
あら

ったら、
せき

席について
しず

静かに
ま

待ちましょう。 

（２）
しょっき

食器の片付
か た づ

けや、
あと

後しまつをしっかりしましょう。 

 

 

８．
そ う じ

掃除の
とき

時は 

（１）だまって、
き

決められた場所
ば し ょ

で、しっかり
おこな

行 いましょう。 

（２）
じ

時
かん

間いっぱい
ちから

力 を
あ

合わせて、きれいにしましょう。 

（３）
そ う じ

掃除
ど う ぐ

道具の
あと

後片付
か た づ

けは、きちんと
おこな

行 いましょう。 

（４）
はじ

始めと
お

終わりには、あいさつをしましょう。 

９．
げ こ う

下校の
とき

時は 

（１）友達
ともだち

や
せんせい

先生に、
かえ

帰りのあいさつをしましょう。 

（２）
こうつう

交通
じ こ

事故などに
き

気をつけ、より
みち

道をしないで
かえ

帰りましょう。 

〈
こ う が い

校外
せ い か つ

生活〉 

１．
あそ

遊びについて 

（１）
こうえん

公園や
ひ ろ ば

広場などの
あんぜん

安全な
ば し ょ

場所で
あそ

遊びましょう。川
かわ

へは、子
こ

どもだけで行
い

きません。 

（２）エアガンや火
ひ

遊
あそ

びなどの危険
き け ん

な遊
あそ

びはやめましょう。 

（３）
ひと

一
り

人
あそ

遊びはやめましょう。 

２．
がいしゅつ

外 出について 

（１）
がいしゅつ

外 出するときは、行
い

き先
さき

や
かえ

帰る
じ こ く

時刻を
いえ

家の
ひと

人に
し

知らせてから
い

行きましょう。 

（２）学校
がっこう

が半日
はんにち

の日
ひ

は、３時
 じ

までは家庭
か て い

で学習
がくしゅう

しましょう。 

（３）
ぼう

防
はん

犯ブザーやホイッスルを
かなら

必 ず
も

持ち
ある

歩きましょう。            

（４）
こう

交
つう

通ルールを
まも

守り、
き

決められた
じ

時
かん

間までには
かなら

必 ず
いえ

家に
かえ

帰りましょう。 

（５）
じてんしゃ

自転車に
の

乗るときは、ヘルメットをかぶり、あごひもをしっかりしめましょう。 

（６）
あめ

雨の
ひ

日や
や か ん

夜間、
き け ん

危険なところでは自転車
じてんしゃ

に
の

乗らないようにしましょう。 

（７）
し

知らない
ひと

人には、
ぜったい

絶対についていきません。 

（８）校区外
こうくがい

へは、子
こ

どもだけで行
い

きません。 

３．その
ほか

他 

（１）お
かね

金・
もの

物の貸
か

し借
か

りはしないようにしましょう。 

（２）
ひと

人の
めいわく

迷惑になることや、やっていけないことをしないようにしましょう 

☆☆葉北っ子のルール☆☆ 

① 学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

のないもの、高価
こ う か

なものは持
も

ってきません。（筆箱
ふでばこ

はシンプルな物
もの

にする） 

② 筆箱
ふでばこ

の物 鉛筆
えんぴつ

(４～５本
ほん

)、消
け

しゴム、赤
あか

・青
あお

の鉛筆
えんぴつ

１本
 ぽ ん

ずつ(４年生
ねんせい

以上
いじょう

はボールペンも可
か

) 

 定規
じょうぎ

(１５～２０ ｃ ｍ
センチメートル

程度
て い ど

で筆箱
ふでばこ

に入る
は い  

直線
ちょくせん

定規
じょうぎ

)＊折り畳み
お り た た み

式
しき

は不可
ふ か

 

③ かばん、筆箱
ふでばこ

には、キーホルダー等
など

余分
よ ぶ ん

なものをつけてはいけません。(お守
まも

りは可
か

) 

④ ミサンガ、は身
み

に付
つ

けないようにしましょう。 

⑤ ゴム等
など

で髪
かみ

を結
むす

びましょう。カチューシャ、シュシュは身
み

につけないようにしましょう。 

⑥ 水筒
すいとう

について 

 ・お茶
ちゃ

の他
ほか

には持
も

ってこないようにしましょう。(熱 中 症
ねっちゅうしょう

の心配
しんぱい

があるとき、学校
がっこう

で許可
き ょ か

し 

  たときを除
のぞ

きます。)  

 ・水筒
すいとう

やペットボトルに、必
かなら

ず、学年
がくねん

・組
くみ

・名前
な ま え

を書
か

きましょう。 

 ・お茶
ちゃ

を回
まわ

し飲
の

みするのはやめましょう。 

⑦ リップクリームやハンドクリームは持
も

ってきません。必要
ひつよう

がある場合
ば あ い

は、おうちの人
ひと

に、連絡
れんらく

 

帳
ちょう

に書
か

いてもらいましょう。 


